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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
目次を軽く説明～
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在の奨学金受給者の1カ月の受給平均額は自宅生5万3260円、下宿生6万1060円で、その主な使い道は、授業料などの大学納付金や毎月の食費や住居費などの生活費となっています。
奨学金の返済が間にあわない奨学金破産が社会問題となっており、奨学金は本当に生活を支えているのか疑問に思い、私はたちは奨学金と大学生の消費行動に関する研究を行いたいと考え、奨学金を研究のテーマにしました
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらが、全国大学生協連が毎年秋に実施している「学生生活実態調査」のグラフです。このグラフの青色の棒グラフは、自宅生の収入計を表しており、黒色の棒グラフは、下宿生の収入計を表しています。また、青色の折れ線グラフは自宅生の奨学金を表しており、黒色の折れ線グラフは下宿生の奨学金の額を表しています。

1カ月の平均収入のうち2000年前後から10年ほど続いていた奨学金の増加傾向が、ここ数年は変化している様子が見られます。　

【グラフ指さし】
2015年は日本学生支援機構の奨学金をはじめ、何らかの奨学金を受給している学生が35・0%(自宅生28・7%・下宿生39・1%)で、自宅生の中で、最も受給率が高かった11年から緩やかな減少傾向が続いています。下宿生に関しては、ピークであった09年から5・5ポイントも低くなりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、奨学金受給者、非受給者別に、暮らし向きが大変楽から大変苦しいの5項目で分類したグラフです。
左から大変楽、まあ楽、ふつう、苦しい方、大変苦しいに分類されています。

グラフから、自身の暮らし向きの感じ方にも、奨学金の受給が大きく影響していることが見受けられます。全体では暮らし向きが「楽」が52・7%と半数を超えていますが、奨学金受給者の「楽」は36・7%で、非受給者と比べると24・8ポイントも低くなります。

また、大学生協によると、1日に3回以上、食事をしている生徒の数が、下宿生については48.0％となっており、大学生の食生活の乱れが問題視されています。

谷岡）食事関係の話ぶちこめ！Ｂｙえぐち（アドリブ）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで、私たちは「奨学金を受給することによって食事の摂取回数が受給していない人に比べて増加する」という仮説を立てました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
調査方法については
全国大学生協連の学生生活実態調査のデータを活用させていただきました。
調査対象は中京大学生の１～４年生で、実施日は2016年です。
総サンプル数は585名のデータを使用しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Xについては個人属性を表しており、それぞれ学部、学年、年齢、性別、住まい、奨学金自給の有無、生活費の支出合計に分けています。
Ｙについては食事の摂取有無を表しています。また、食事摂取の有無は、朝食、朝昼兼用、昼食、中間食、夕食、深夜食の6つの場合に分けています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
前ページのＹは食事の摂取であり、食事有無を0と1で表します。
0と1の2つ値を用いるため、ロジットモデルを使用して分析しました。

計量ソフトはＲを使用しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
分析結果です
奨学有無
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o 0.0018 0.9695
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L 0.0044 0.3421
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Ｙの食事摂取の有無は、朝食、朝昼兼用、昼食、中間食、夕食、深夜食の6つの場合に分けています。
朝食については奨学金の受給有無のPvalueが１０％の優位水準で優位であり、分析結果より奨学金を受給している人のほうが朝食をとっていることが分かります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
朝昼兼用については、10％の優位水準で優位ではありませんでした。
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Pvalue

257 3.583 0.592
Cks 4.310 0.334
i -3.441 0.930
E21 1.162 0.663
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BEEOBIERE 2 465 0.705
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
昼食についても優位ではありませんでした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中間食については性別で優位な値を示しました。性別は男性を１女性を0にしており、性別の面から見てみると中間食の分析結果から女性のほうが昼食の摂取率が高いことが分かります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
夕食については、10％の優位水準で優位ではありませんでした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
深夜食についても優位ではありませんでした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
分析結果から朝食昼食以外は統計的に優位では無いことが分かりました

分析結果より奨学金を受給している人のほうが朝食をとっていることが分かり、
性別の面から見てみると中間食では女性のほうが摂取率が高いことが分かりました。

また、生活費の支出から一番割合が大きく表れたのは朝食であった。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
分析結果からから奨学金の有無によって朝食については
食事を摂取する回数に影響を与えていることがわかりました。近年、大学生協の取り組みにより学食にて格安で朝食を提供する大学が増えてきています。このような取り組みを利用することで、奨学金の受給の有無関係なく規則正しい食生活が実現します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
参考文献です。

https://www.univcoop.or.jp/parents/feature/feature03.html
https://www.univcoop.or.jp/parents/guide-singaku/p04.html
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ご清聴ありがとうございました。
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